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バンクロフト糸状虫仔虫の
定期出現性に關する研究
其　　　の　一
定期出現性の臨床的観察
長崎大風病研究所（芸脚芸二研芸室主≡芸冨芸芸芸）
田村祐治
（本論文の要旨ほ第22回日本寄生虫学会級会にて発表した）
第1章　　緒　　　　　　　　呂
1879年にMansonが靂門に於て，－象皮
病患者の検血中，仔虫が末椅血内に定期的に
夜間のみ出現するといふ事実を発見したi此
の事実は強く研究者の興味を呼ぶ処となり，
定期出現性の原因が奈辺にあるか探究され，
多数の報曽がな・されている，之が本態に関す
る今日迄の主なる説を顧るにいPenelは夜間
のみ血液中に一種の虫価誘引物質が存在し・
仔虫が之に反応して，同期的出現を来すとの
仮説を立てた，Looseは該物質は仔虫の鞘に
作用して，・仔虫を末栴血管に確保され易くす
るのであろうと説き，Mayer，Whiteは酸素
を，Harley　は蚊の唾液を考えた、横川は宿
主の血液成分の昼夜の差と生活様式との共同
作用により，定期出現性が発生するとしてい
る．次にMayer，Laneの様に仔虫の定期産
出及び定期死亡によって説明し様とする者も
あるが，異論も少くない，例へぼ林，Knott
等は剖検例に於て，竹下及び奥Eq・Hinman
等は体外で，仔虫は20時間乃至2週間生存し
得る事を認めて之を否定して居る。叉Patric
Mansonは伝播者たる蚊の宿主刺牽に対する
仔虫の順応なりとし，田宮は仔虫の自己保全
と嘩琴繁殖のための本能であり，之を琴萌せ
んがために中間宿主の習性に適応するやうに
定期出現性を示すと云っている○
仔虫の出現は日出，．日没と密接な関係があ
り，従って太陽光株との関係は最も古くから
考えられ，人工太陽灯，人工暗室等に依る夷
験も行われて釆たが，一定した結論は見てい
ないい
然るに一方，多くの浸淫地に於ては，本仔
虫は夜間出現性を示すも，同じバンクロフト
種でもフィyクピン，（Ashburn＆Cra；g），フィ
ヂー島（Thorpe）等に於ては此の特性を快
ぐことが報告され，Dutton＆E11iotは西部
熱帯アフリカに於ても同様なものありと記載
してゐる。『E祝zは南洋では昼間出現である
と主張したが，横川は後年之を否定した．
斯く諸説交錯し，之が本態鱒一層深い謎に
包まれた現状である，
其の他原因として，宿主の蓬動，発熱　睡
眠，血圧，気温，湿度其の他種々の因子との
関係に就いて検討されて釆たが，その観察成
績は必ずしも一致を見ていないい
定期出現を種の保全と繁殖の為の本能なり
と片着ければそれまでであるが，この特異な
る生物学的性質が何に支配されて起るものか，
殆ど不明ど云わなけれげならない，
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先人の柴蹟を顧みても，定期出現性の原因　　　仔虫数の算定港としては，血色素測定用
は宿主自体，外界の影響及び糸状虫仔塊その　　Sahli氏ピペット（目盛20cmm）にて60cmm
ものに跨る，多数の因子の絵合された複雑な　　の採血を行い，ギームザ染色を施し，全室数
もので，その解明は困難なものと想像される。　を算定し仔虫数を決定した．鏑ほ採血前にピ
余は定期出現性の研究に一指を加へるに当り，　ペット内を3．8％クエン酸ソーダ液で洗い，、
先づ仔虫保有者に就いて臨床的立場より，そ　　血液の凝固と仔虫の管壁附着を避けた．
の出現の経過，様相を観察した．
定一
第2章　仔　虫　出　現　曲　線
仔虫保有者】6例（22回）に就き，24時間に亘り1　虫出現曲線を画いて見ると，第1表及び第l図に元
一2時間置きに耳果採血を行い，仔虫数を算定し仔　　す様に，何れも明確な夜間出現性　TurnⅥSnOCtuTna
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弟1固
バンクロフト糸状虫仔虫出甥曲轟泉（3例）
実線ほ夜間，点線ほ風間を示す．
を示し．屁問出現性T・diurm『或ほ定期出野性の
ない仔虫ほ認めなかった．仔虫出甥の経過を見るに，
屁間ほ陰性，時にほ趣く少数を発見出来るものもあ
ったが，路々日没と共に出頭し始め，漸次その数を増
して最高値に達し，日出前後より急激に減少し末梢
血より消失する．夜間の最高出現時刻ほ，個人に依
って前半夜，後半夜或は日出直前後にあって一定し
ないが，仔虫数は概ね22時より翌朝7時迄の間が最
も多い．文一旦出現した仔虫数が夜間不定に増減し，
弟2国
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幾つかのピrクを作ることもあり，曲線の塾ほ各個
人により一定したものはない．
マレイ瞳の場合（2例）も略々同様の消長を見た
が，日没前及び日出後も借ほ可成りの仔虫を認めJ
出甥曲線ほバンクロフト種のそれに此しなだらかで
あり，出現時間の幅も広いように思われる（第2図）．
マレイ瞳に関してほ症例少数のため，之を以て直ち
に本程の特徴と断定することほ困熱であるが．興味
深い所見であった．
次に仔虫保有者7例に就き，7乃至50日間に亘り）
毎日の仔虫出現の状態を観察するに，上述の仔虫出
甥曲線の塾ほ同一個人でも日々
異なり，出環最高仔虫数或ほ算
定絶仔虫数に於ても大幅の動線
が見られる．従って毎日一定時
刻例へぼ午後10時の仔虫数を見
ても，日々の出現数に想像以上
の大差が見られる．（第2表及
び第3図）
第2表に示す成績から見ても
判るように，同一個人の出現仔
虫数は一定時刻の採血に於ても
一定したものでほなくJ日々激
しく増減する故に，一回の採血
のみで仔虫数の多寡を決定する
ことほ出来ない．
弟5国
2例に於ける7日間の仔虫出現曲線（実線），及び毎夜10時の仔虫
数の消長曲緖（点線）l曲線内の数字ほ当日の算定絶仔虫数を荒す．
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第2轟
第三章　　採血部位及び方法による血中仔虫敦
1）l軌『静脈J未棺血内仔虫敦の比較
仔虫保有者2例に就き一風夜6回及び4回に亘り，
動脈（股），静脈（肘正中）及び末梢血管（耳柔）
より一　同時刻に採血し仔虫数を算定せるに，何れに
弟『＝同　　庁虫出甥曲線（l例） も明確なTu∫nuS nOCtn㎡aを認めた
が，最高値に於てほ末梢血中に仔虫
数ほ最大で，次に静脈血中，最小が
い動脈血中となり，叉他の時刻に於て
も未棺血中に他よりも常に多数の仔
虫を認めた（第3表及び第4図．）●
2）採血蔀位による末期血中の仔
虫敦
仔虫保有者に於て耳乗，肩，京指
端及び腰の左右各部計畠個所よ’り夜
一問同時に採血した．そのl例を示す
と，（第5図）仔虫数ほ声高159，最
低78を示し，・部位により可成りの差
が見られ身体各所の表在末梢血中
の仔虫数ほ必ずしも一定でなく，不
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第5国　身体各所表在末梢血中の仔虫数
L．　　　　　　　只．
ムJ′A嵯
均等に分布されていることを認めた．屁問ほ各所と
も陰性であった．
5）同一個所よソ連綾採血する場合の仔虫赦
同一個所より湧出する末梢血を20cmln宛3国連続
採血せるに，各々の仔虫数は】48回申5回のみ同値
を示し（3・38％），他の143回ほ多少の差を見せたが，
第4表に示すように，第3回目に探血せるものに仔
虫数最多の場合が最も多く（43・3る％），逆に第1回
目に最少の場合が最も多かった（57・34％）．
第4表
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第4童　　宿主生活條件及び外的環境との関係
仔虫保有者9例に就いて，昼夜睡眠，覚醒の転換ム
鼠夜に於ける労働，散歩，安静，点灯）消灯等の生
活環境の変化を行わしめ，又Ⅰ6例に就き笑験実施中
の気温，湿度い　気圧，月令，月出入其の他気象状件の
変化を親，そわ等の定期出甥に対する影響を観察し
たが，何れも依然として）明確なTurnus nocturna
を認め，特記すべき異常所見を認めなかった．
ニ　以上の如き生活様式或ほ環境条件の変化は定期出
現性にほ殆んど影響ほ認められないようであるが，
前述の如く，同一条件に於ても仔虫出頭曲線の塾ほ
種々であり，出現仔虫数に於ても個人により，又同
一個人でも日々大幅の変動が見られるので，前述の
様な生酒様式或ほ環境条件の変化が出甥仔虫数の多
寡，消長に及ぼす影響ほ判定困難である．唯全例に
於て，日没，日出とは劃然たる關係があり，日出時
刻に最高仔虫数を見せたものもあるが，短時間内に
急激に滅少，消失する．叉16例中12例に於て，偶然
かも知れないが，最高仔虫出現時刻が干潮と満潮の
問，即ち潮が満ちて来る時間内にあった．
弟5書　経　括　並　に　考　嘩
仔虫保有者16例に就いて，仔虫出現状態を
時間的に観察するに，仔虫数が非常に大なる
者には昼間でも末梢血中に極く少数の仔虫を
認めることもあるが，例外なく明確なTurnus
nocturnaを認めた．日没前後からの仔虫出現
の経過，消長なども個人により，叉同一個人
でも日々により，全く不定で，仔虫出現曲線
を画いて見ても，その型は千差万別である．
仔虫の多寡，症状，環境条件との問にも判然
とした関係を認め難い．同一個人でも最高仔
虫教及びその出現時刻，出現仔虫の算定総数
等も常に変動する．従って連日定時刻に出現
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する仔虫数も大幅の変動があって，一回の検
血により仔虫数の多寡を決定することは不可
能である。故に薬物治療或は各種実験等を行
う場合，仔虫数の一時的増減を以て直ちにそ
の効果と断定することは警戒を要する．出現
仔虫数のこの様な不定の消長の原因も，定期
出現性の一間題として攻究されねばならぬと
思う．
動，静脈及び末栴血中に於ける仔第数に就
いては，Kosuge　は犬剛強糸状虫仔虫では，
動脈中に最も多数を認めたとの成績，及び
F現1eborn，菅沼の人に就いて，末梢と動脈に
は差なしとの経験と趣を異にし，余の観察で
は，常に末棺血中に多数を認め，最高値に於
ては末椅，静脈，動脈の順となった．
夜間同一時刻の身体各所表在末栴血中仔虫
数の不均等なる事実は，血流中に於ける仔虫
のあり方に就いて示唆を与へるものであろう．
叉同一個所よりの連続採血に際しても二，各々
・の仔虫数に差があり，3回目の採血模本に多
薮なりとの感を与えるが，血液の圧出によろ
淋巴液の混入も関係があるかも知れない．仔
臆の検出に際し参考とすべき材料となろう．
生活並に環境諸条件との関係として膚，ム日
没，い日出は勿論深い関係があるが，陸眠・覚
醒，安静，運動，性別，日光，点消灯，湿度，
湿度，売圧，ム月食及び出入，蚊の存否時期等
は出現の周期性とは無関係であった。然し之
等は長期の連続観察が困難なるため，並に前
述の如く同一個人でも，仔虫数が常に不定に
動輯するので対称が得難く，出現仔第数に及
ばす影響の有無判定は極めて困難である．先
人の報告を顧みても，York＆Black，Smith
＆River，F封1eborn　等は陛眠，覚醒と定期
出現性とは関係ありとし，Manson，Low＆
O Driscoll，Dissauer，書村，原口，頗瀬，
石黒六竹内等は之を否定して居り，Annet，
Dutton＆Elliot，Mendelson，Green等は生
活様式の不規則のみが定期出現性を変化させ
るとは考へられないと説いている．窮瀬，石
黒は道動とは無関係であるとし，菅沼，久保，
Lancereux，志賀及び高月は日光と関係あり
とすれど，渡辺，Kulz，F揖1eborn，田中，
石黒は之を否定す．唯村田は犬佗於て長期間
太陽灯照射或は暗壼に保ち，定期出現性の消
失乃至逆転を見たと報告している．又菅沼は
晴雨寒察Cilent＆Richard，久保は来期，
Cannalは乾湿，FB11eborn　は気象と夫々関
庵あるを認め，L。garは乾湿，久保は温度と
の関係を否定して居る．中間宿主たる蚊との
関係は，あるとする人に　Pat隼　Manson，
Lane，mlleborn，Harley・Dassa？風yak・久
保等があり，Sweet，Hinmanは関係牢しと
している．以上の如く定期出現を支配すると
思われる各因子に就いての見解も，互に相反
する所論が多く，帰⊥する所を．知らなた●
前述の如く出現仔虫数は同一条件下に鱒ても，
亦同一個人でも不定に消長し，その増加或は
減少を判定する基準となるべき対称を得るこ
とが出来ない．諸家の成績不一致の原因は或
は此処にあるのではないかと思う．
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